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郷土料理に対する食行動について一特に高山市を中心として

　　　　岐阜女大家政　　　　○小川　宜子・田名部　尚子
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目的〕高山市の郷土料理の現状を知り、高校生の郷土料理に対する認識につき調査し、

土料理が食行動に及ぼす彰響について検討を加えることを目的とした。

方法〕高山市にある高等学校２校の高校生　247名の家庭より事前に行事食、郷土食につ

ての調査を行い、行事食・郷土食（以下郷土料理という）30品を選び出した。そして、

の料理につき、「料理に対する嗜好（感覚）」「料理に対するイメージ」「料理の摂取

況」及び「個人の家庭での食事状態」について翻査を行った。嗜好翻査については、「

そらく食べる気にならないJの１点からＦ最も好きな食品に入る」の９点まで点数を与

、各料理についての平均値を出し、因子分析を行い、嗜好による料理の遠近関係を調べ

。又、イメージの調査では、料理の各項目ごとの反応数を集計し、各料理の反応数の平

値を出し、平均点以上を１、平均点以下をＯというダミー変数を導入し、数量化Ⅲ類に

り、イメージによる料理の遠近関係を調べた。

結果〕郷土料理でもっとも好まれた料理は「五平餅」であり、好まれなかったのは「な

ずし」であった。嗜好による料理の位置関係では、「みたらし団子」「五平餅」が日常

料理と近い関係にあり、日常の料理と同じ好みでうけとられていた。しかし、これらは

摂取状況の翻査から約90%の人か家では作らないで店で買って食べるという状況であっ

。又、郷土料理で酢を使った料理は他の料理と離れた所に位置し、もち米を使った料理

うしは近い所に位置していた。イメージによる料理の位置関係は、郷土料理は、日常食

「スパゲッティー」「鶏からあげ」「トンカツ」と遠く離れていた。


